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2020年8月13日の熊本日日新聞に、一つの記事が掲載された

熊本日日新聞２０２０１２２９ →
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• 2020年7月4日未明に発生した線状降
水帯は、球磨川の全流域に豪雨をもたらし
た。特に雨の集中した中流域や支流はほ
ぼ全て崩れ、上流部の山からも大量の土
砂や流木が流れ込み、被害を甚大化させ
た

• Cf. 日本各地で大雨、全国で死者82名、行方不
明者4名、全半壊4,558棟、住家浸水13,934棟
（国交省「令和2年7月豪雨による被害と対応」、
2020.8.24）

• 球磨川流域で少なくとも約1,020ha・
6,110戸の浸水被害。死者50名、2名が
現在も行方不明（県災害対策本部会議資
料）。49名が溺死（疑い含む）、1名が多
発性外傷

• ピーク時には1,814戸・4,217名が仮設
住宅等に入居。24年2月末現在、245戸・
483名が仮住まい（熊本県健康福祉課）

https://news.yahoo.co.jp/pages/20210704a



麦島2002、
前山2001
より転載
鮎とボートは森撮影



暮らしの中に川があった。川は家事、生業、遊びの場、道だった

麦島2002、前山2001

→熊本商科大学産業経営研究所、球磨川が人吉の地域経済に大きな影響を及ぼすと指摘（1983）



下流側から治水の河川整備が進む

昭和29年洪水以降、ダムと築
堤・護岸等による水系一貫の管理

昭和31年改修計画
4,500㎥/s（人吉）
5,500㎥/s（萩原）
市房ダムで500㎥/s調節、上・下
流で一貫した整備等

昭和41年工事実施計画

380mm（48h）、7,000㎥/s（人吉）、
9,000㎥/s（萩原）
市房ダムで500㎥/s、川辺川ダムで3,000
㎥/s（人吉）調節等

昭和22年改修計画
300mm（24h）、4,000㎥/s（人
吉）、5,000㎥/s（萩原）
人吉・球磨盆地に堤防の新設、人
吉に特殊堤等

昭和12年改修計画
計画雨量280mm（？h）
計画高水流量5,000㎥/s（萩原）
- 拡幅、築堤等

五十年史編集委員会編 1988の記載を元に作成 

昭和40年水害を受け、川辺川ダム計画を発表

S30

S33
S35

一方流域では…

熊本日日新聞 1966年7月14日

「1965年の大水害で市房ダム管理の職員が『とんでも
ないことをした』と泣いて来た」
「水位の上がり方が今までと明らかに違った」
「1971年の水害で、台風の真っ只中のときに『ダムが
危なったので高台に逃げてください』と市街地を放送
車が回った。守ってくれるのがダムなんじゃないのかと
おかしいと思った。思い返せばいろいろおかしいことが
あった」

水没予定地のみならず、ダムは球磨川流域全体の問題だった



2020年7月熊本豪雨
球磨川流域各地点の雨量
（川の防災情報速報値）

観測地点 河川 累積雨量 9時間雨量

小麦尾 球磨川 396mm 275mm

湯山 球磨川 517mm 392mm

城山 柳橋川 436mm 327mm

上村 免田川 432mm 292mm

仁田尾 小原川 343mm 215mm

出る羽 五木小川 403mm 295mm

四浦 川辺川 462mm 344mm

大畑 鳩胸川 440mm 300mm

砂防人吉 胸川 502mm 357mm

田野 胸川 394mm* 196mm*

大川内 万江川 460mm* 370mm*

大野 球磨川 499mm 401mm

大槻 小川 495mm* 289mm*

神瀬 球磨川 564mm 465mm

坂本 球磨川 280mm 210mm

八代 球磨川 196mm 134mm

＊7月平均降雨量は人吉地点で471.4mm/月 （表の＊は欠測があった箇所）



• 「令和2年7月球磨川豪雨検証委員会」（国交省・熊本県）

• - 九地整局長、県知事、流域12市町村首長を委員として8/25に開始。第2回
（10/6）で終了

• 今次洪水のピーク流量8,000t㎥/s（人吉地点）と推定、川辺川ダムがあれば
流量4割カット、浸水面積6割カットとシミュレーション … 計算の前提が不透
明、洪水痕跡と不一致も

• - 何が被害を拡大させたのかの要因群やメカニズム解明に向けた議論は希
薄 Ex. 山の皆伐・乱伐、既存ダムの影響は不問

• 2020年11月19日、流水型ダム建設を前提とした「緑の流域治水」を表明
…「寝耳に水」

• -「30回以上現地で声を聞き民意を探った」。一方で、被災者が声を届けづら
く不十分との指摘も（熊本日日新聞世論調査20201229、森2021a）

• -被災者の多様な声に応えない国・県。やむを得ず、被災者自ら市民調査に着
手。 Ex.手渡す会、300人以上の証言と約2,500の映像・画像を集め分析

「今回の豪雨災害を受けて、国及び流域市町村の皆
様と、令和2年7月球磨川豪雨検証委員会を設置し、
科学的そして客観的な検証に取り組み、10月6日の
第2回検証委員会をもって必要な全ての項目を検証す
ることができました」（20201119県議会）

「特別番組 豪雨動き出したダム〜決断の裏側で〜」20201226 KABより https://www.youtube.com/watch?v=kRu2N8xzxYE

https://www.youtube.com/watch?v=kRu2N8xzxYE


• 1901年以降の統計で、200mm以上／日の大雨観測日数は約1.7倍増（01年からの30年と直近
30年の比較）、50mm以上／時の短時間強雨発生頻度は約1.4倍増（76年からの10年と直近10
年）。日本では気候変動の影響により雨の強度や頻度が変化し、水害・土砂災害等の気象災害をも
たらす豪雨が増加。諸外国でも短時間強雨の頻度や干ばつリスクが増加し、被害が生じている（国
交省白書2022）

• 「人間の影響が大気、海洋及び陸域を温暖化させてきたことには疑う余地がない」（IPCC）

• 災害、公害／環境問題、気候危機やその対策は、平時から弱い立場に置かれている主体により深刻
な影響をもたらす。影響の不公平な配分を防ぎ、的確な実態解明を踏まえて立場に応じた責任を果
たす／市民として適切な政策を具体的に求めるための知恵を、球磨川流域の市民調査とFridays 
For Future Tokyoの活動を通して、考えてみたい

https://www.asahi.com/articles/ASPC57288PC5TLVB006.html

https://www.mlit.go.jp/hakusyo/mlit/r03/hakusho/r04/html/nj010000.html

https://www.asahi.com/articles/ASPC57288PC5TLVB006.html
https://www.mlit.go.jp/hakusyo/mlit/r03/hakusho/r04/html/nj010000.html
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